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課題名

試験研

究年次

５７野菜の栽培生理解明
分類

１）キュウリのブルーム発生機構
ノ

６３～１年（完了）

②

Ｉ目的キュウリ果実に発生するブルーム（果粉）について、形態的及び化学的に調査
を行い、併せてブルームレス台木の無機養分吸収特性を明らかにしてブルームの
、垂止鱒糟か睡眼１，－牟寸カリの息晶止産持術確ウの奮料シする。

Ⅱ試験方法

試験１ブルームの形態的特性
(１） 栄取果実の栽培概要

試験品種名台木品種名播種期定植期栽培方式・施肥麓

年.月．日月．日

ｌシャープＩ－６３．８．２７９．１９養液栽培園試処方1/2ＢＳ

２天尊雲竜1号63.1.252.22土耕栽培N-P20区-K20:各4Kg/lａ
（２）調査方法

①トリコーム密度の測定トリコーム（毛茸）をテープで粘着させ、実体顕微鏡下
で2.5,平方内のトリコーム数を５分画計測し、ｌｃｍ２当たりの粒数に換算した。
②トリコームの大きさの測定マイクロメーターを用いて顕微鏡下で各区２０個を
測定した。

試験２ブルームの化学的組成

(１） 栄取Ｆ実の稲

作 型供試品種播種期試料
穂木台木採取時期

促成シャープＩクロダネカボチャ昭和63年９月28日平成1年１月25日
～２月１３日

（２）分析方法

①ブルーム及びイボの採取方法ハケで果実表面から採取
②分析手法リン酸：バナドモリブデン酸法

カリウム、ナトリウム：炎光光度法

カルシウム、マグネシウム、鉄、マンガン、亜鉛：原子吸光光度法

ケイ素：重量法、モリブデン青比色法

試験３ブルームレス台木の無機養分吸収特性

（１）採取植物の栽培概要

穂木，台木一採取時期
抑制～シャープＩクロダネカボチャ昭和63年９月13日１０月11日

雲竜１号 ~11月８日
（ ２）分析方法’

①葉の採取方法親づるの葉を全て採取
②分析手怯試醗２と同じ

Ⅲ主要成果の概要

１キュウリの果実表面に発生するブルーム（果粉）は寸細胞状のトリコーム（毛茸）と
それから析出する物質による。

２ブルームの発生程度は、トリコームの大きさと密度及びトリコームからの物質の析出
程度により決定される。トリコームの大きさや析出程度は、台木の種類によって異なる
ので、ブルームの発生しない果実を生産する時は、‘雲竜１号，‘スーパー雲竜，等の
台木を使用する。

３ブルームは、果皮やイボに比べ水分が少なく、灰分が多い。無機成分組成はケイ素が
最も多く、ついでカルシウムである。

４台木に、雲竜１号，を用いたキュウリの葉中ケイ素含量は、台木に‘クロダネカボチ
ヤ を用いたキュウリや‘シャーーブ１，の自根栽培に比べ、著しく少ない。
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度

Ⅳ主要成果の具体的データ

騒度,大きさ及ひ形態との関係（【

雲竜１号台接ぎ木果実のトリコーム－無接ぎ木果実のトリコーム
一果重密度粒径形態の特徴密度粒径形態の特徴
席×１０３コ/cnlとノum lO3．/Cｍ２ｕｍ

１４０．６２９．３やや楕円形４４．６３１．４やや楕円形

半透明・輪郭明瞭半透明・輪郭明瞭

5～６３７．２３１．６－部不透明細胞１３．２３５．９ほとんど析出細胞

物質の析出著しい

1００２．９３０．５不正形・不透明２．７４１．５すべて析出細胞

～110析出細胞は極一部輪郭不鮮明
物暫の析出鉦１，吻雷の析出華１，い

挫重……竺三豊美鍔響鍔藷－４些里
項目２２．５．３．０３．５

トリコームの大きさｕｍ３０．５３４．２３９．５４４．５

トリコームの密度×103個／c､と２．６２．５３．０３．１

患トリコーム仮表面積占有率％１．９２．３３．７４．８

脳．名

注）①ブルーム発生程度ｌ（無）～５（甚）
②トリコーム仮表面積占有率＝冗×（トリコームの大きさ／２）２×トリコーム密

刀無機戒、．;

吃物重

ｇ 鵬％％％％％％％

ブルーム０．３２８８１３．３４８．４，３７．０２３．４５．０４．８１．２

イボ１．５８４７４２．５４８．１１７

果皮１９．０１０６９94.4.16.4３

果肉137.85080 9６．３９．４１
注）無機成分は灰分当たり％

２４３．９５．０４．６１６０

１１．９２５．９２．２３６．３

２０．９１８．１４．４０．４

第４表華中釦&機成分合有塞の亦什（鯵物当おい） （Ｒ念圧）

茄 種名Ｔ‐ＮＰＫＣａ Ｍｇ Ｓｉ

１０/１１１１/８１０/ｌｌｌｌ/８１０/１１１１/８１０/１１１１/８１０/１１１１/８１０/１１１１／８

接ぎ木栽培％％％％％％％％％％％％
ｼﾔー ｱＩ／ｸﾛグﾈｶﾎ､･チヤ４．５５．５０．３０．５３．１２．８３．１４．３０．４０．５０．２４０．４４
ｼﾔｰﾌﾞＩ／雲竜１号．５．５５．２０．４０．４３．４２．７３．８４．６０．５０.６０．０２０．０３
自根栽培ｼﾔｰﾌ

ざ｡

１４．８－５９６０．３０．６２．７２．８４．３５．７０ ５０．６０．３７０．３１

注）接ぎ木栽培穂木品種／台木品種

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

１キュウリの外観的品質を左右するブルームの特性を明らかにする資料として利用すると
ともにブルームレスキュウリ栽培の資料とする。

２ブルームレス台木品種育成時の幼苗検定に使用できる。

３ブルームレス台木はケイ素の吸収力が弱く軒葉中ケイ素含量も低下して、うどんこ病
抵抗性が劣るので、防除に注意する。

Ⅵ今後の研究上の問題点

栽培条件とプルームの葬牛程摩についで総計寸呂一

Ⅶ資料名

福岡県農業総合試験場研究鍋告Ｂ（闇雲）麓３号、鐘９畳
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